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「我が子の自立を願う、親の切なさ」

朝のスタート、家族が無事なスタートを切るために、お母さんの息

があがっている。正門まで送ってくるお母さんの汗が光っている。も

っということを聞いてくれれば、早く支度ができたのに。うちの子だけではないか、

こんなに困っているのは。そんなことを思った時は、ぜひ担任でも職員室の先生に

でも園での生活の様子を聞いてください。率直にお答えしたいです。大抵の場合、

ご家庭で甘えることができていると園での生活は、しっかりとしています。家庭生

活と園での生活にはきっちりと線引きが必要と考えます。何気なく自立を促してい

るお母さんがたくさんいます。たとえば、園児のカバン、いったん正門をくぐれば

必ず自分で持たせ、持たせた後は、あなたの出番ですよと一歩も譲りません。自分

のカバンは自分で持つ、持たせるのではなく、持つのがあたりまえという気持ちに

させています。すごいなと感心してしまいます。 園の本質は教育、家庭の本質

は安らぎ、社会の本質は互助・協力と考えます。園は園児を育てる場所なのです。

とどのつまり、教育は他人でなければできないのではないかと考えます。いったん

幼稚園に入ると、園児はそのクラスの中で１／クラス内人数となるのです。生活は

自分一人だけの空間では無く、担任も自分一人だけの担任ではないのです。これが

わかる園児を育てたい。またそれを感じられない園児の育ちを辛抱強く見守る園の

教育でありたい。誕生会、体育館で走り回っている園児がいます。暖かく接してい

きたいと思います。園の仕事は、園児の個性を育てることではなく、園児の個性に

手をかけるのが仕事であると考えています。

私事になりますが、私は４人兄弟の末っ子で、家も貧しく親からは何も期待され

ているという実感はありませんでした。幼稚園にも通わせてもらえませんでしたし

高校への進学の際も、別にいかなくてもいいという家庭の雰囲気でした。また信じ

られないかもしれませんが、小中学校の通知表も１回も親が見てくれることはあり

ませんでした。いつも親のハンコを勝手に使って通知表のハンコ欄に保護者印を押

していました。それでもどうして文句も涙も見せなかったのか。それは朝から晩ま

で母が懸命に働いていることを肌身で感じていたし、兄弟も同様だったからでした。

今では家庭の貧しさや、何もしてくれなかったことに感謝しています。人は、結局

一人で生きていくこととなります。生きるだけでも人は頑張らなければ生きていけ

ません。そんな厳しい環境を生き抜けるように、母は我が子を「家庭の子」を越え

て「社会の子」として見守っていたのかもしれません。我が子の自立を願う親とは、

我が子のかわいさに自分の心が和むことを知りながら、別のもう一方の心で、我が

子を「社会の子」として突き放す勇気のある親のことをさすのではないでしょうか。

私は園児の「自立心」を育てたいと強く願っています。その始まりは、「助けて」

と言葉や表情でいえることだと思っています。そのときは、親切の限りを尽くした

いと思います。 園長より



＊公認心理師の定期的な巡回相談があります。遠慮無く担任までご相談ください。

＊リサイクル回収日は、１６日（火）、１７日（水）となります。

６月の主な行事予定

1・月 衣替え・防犯訓練 15・月 県民の日（休園日）

2・火 水遊び開始 17・水 園庭開放日

3・水 プール設置 22・月 年少親子で弁当会

4・木 虫歯予防デ－ 23・火 個別面談（午前保育）

5・金 プール開き 24・水 個別面談（午前保育）

6・土 保育参観日 25・木 個別面談（午前保育）

8・月 振替休日 26・金 個別面談（午前保育）

10・水 園庭開放日 29・月 ６月生まれ誕生会

12・金 年少組園外保育（こどもの森）☂１６ 30・火 プール片付け

梅の実なりました 初めてキュウリの収穫 田植えしました

７月の主な行事予定

3・金 おばけ大会 13・月 午前保育

6・月 ７月生まれ誕生会 14・火 午前保育

7・火 七夕の会 15・水 午前保育・もうすぐ夏休み

8・水 午前保育・笹燃やし 16・木 午前保育・学級懇談会

9・木 午前保育・夏祭り 17・金 午前保育・１学期終業式

10・金 午前保育・夏祭り


